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～ 今年度予定している主なアイヌ文化事業 ～
○�しべちゃのアイヌ文化体感！プログラム「塘路湖のベカンベを採って
食べよう」「ムックリを作って演奏してみよう」「アイヌ文化のチャシ
（アイヌ語でとりでの意味）に関わる講話」など
○ベカンベ（菱

ひし

の実）採取用丸木舟の製作
○�標茶のアイヌ文化に関わる映像記録編集およびアニメーション制作と
公開活用

アイヌ政策推進交付金を活用して
アイヌ文化事業を行います

　博物館では、今年度から令和７年度にかけて、本町に受け継がれているアイヌ文化の保存と普及を目的と
した各種事業を行います。これは国のアイヌ政策推進交付金を活用して行われるもので、アイヌ文化を学ぶ
講座の実施や、本町のアイヌ文化に関わる映像作品の制作などが予定されています。随時情報発信していき
ますので、どうぞご期待ください。

　

標
茶
に
生
き
た
人
々
の
中
に
は
、
伝
記
の
よ
う
な
形
で
記
録
さ
れ
、
歴
史

に
そ
の
名
を
残
し
た
方
が
い
ま
す
。
そ
ん
な
人
々
の
人
生
の
物
語
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
今
回
は
前
号
に
引
き
続
き
、
標
茶
の
軍
馬
補
充
部
川
上
支
部
長
と

し
て
勤
務
し
、
そ
の
後
日
本
軍
最
後
の
騎
兵
隊
隊
長
と
し
て
戦
っ
た
山
下
彦

平
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

１
８
９
２
年
（
明
治
25
年
）
に
徳
島
で
生
ま
れ
た
山
下
彦
平
は
、
騎
兵
将

校
と
し
て
軍
歴
を
重
ね
、
１
９
４
１
年
（
昭
和
16
年
）
３
月
１
日
に
17
代
目

の
軍
馬
補
充
部
川
上
支
部
長
と
し
て
標
茶
に
赴
任
。
赴
任
階
級
は
大
佐
で
年

齢
は
51
歳
で
し
た
。
山
下
の
着
任
後
、日
中
戦
争
は
太
平
洋
戦
争
へ
と
拡
大
。

戦
局
は
変
化
し
、
補
充
軍
馬
の
供
給
も
増
し
て
い
き
ま
し
た
。
標
茶
に
い
た

頃
の
山
下
に
つ
い
て
は
、
川
上
支
部
に
勤
務
し
、
実
際
に
山
下
本
人
に
会
っ

た
方
々
か
ら
の
聞
き
取
り
資
料
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
印
象
は
、
非
常

に
厳
格
で
口
調
も
激
し
か
っ
た
こ
と
で
一
致
し
て
お
り
、
標
茶
で
の
在
任
期

間
は
１
年
余
り
と
決
し
て
長
く
な
い
期
間
で
し
た
が
、
強
く
記
憶
に
残
る
人

物
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
山
下
は
１
９
４
２
年
７
月
ま
で
川
上
支
部
長
と
し
て

勤
務
し
、
そ
の
後
中
央
馬ば

し
ょ
う廠
豊
橋
支
部
（
支
廠
）
に
異
動
。
戦
局
も
極
ま
っ

て
き
た
１
９
４
４
年
８
月
に
は
、
第
十
二
軍
、
騎
兵
第
四
旅
団
に
属
す
る
騎

兵
第
二
六
連
隊
隊
長
と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
。

　

世
界
的
に
戦
車
の
配
備
が
進
ん
だ
こ
の
時
期
、
騎
兵
隊
は
す
で
に
時
代
遅

れ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
米
英
仏
軍
は
騎
兵
隊
を
全
て
廃
止
、
ソ
連
軍
も
廃

止
に
向
け
て
整
理
中
で
し
た
。
日
本
は
中
国
大
陸
で
の
戦
い
を
考
え
「
騎
兵

第
四
旅
団
」
の
み
を
残
し
て
ほ
か
は
廃
止
。
騎
兵
隊
は
消
滅
目
前
で
し
た
。

伊
藤
正
德
著
「
帝
國
陸
軍
の
最
後
」
に
よ
れ
ば
、こ
の
旅
団
の
将
兵
た
ち
は
、

天
下
に
残
る
唯
一
の
騎
兵
隊
と
し
て
、
そ
の
伝
統
の
終
わ
り
を
全
う
し
よ
う

と
強
い
意
気
込
み
で
士
気
も
高
く
、
軍
馬
た
ち
の
年
齢
が
15
歳
と
老
い
て
は

い
た
も
の
の
、
練
度
の
高
い
部
隊
で
あ
っ
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

騎
兵
第
四
旅
団
が
属
す
る
第
十
二
軍
は
１
９
４
５
年
３
月
22
日
よ
り
、
中

国
の
老ろ

う
か
こ
う

河
口
（
現
在
の
中
国
湖
北
省
老
河
口
市
）
に
て
、
飛
行
場
占
拠
を
目

的
と
し
た
電
撃
作
戦
を
開
始
。
日
本
軍
側
で
は
「
老
河
口
作
戦
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
日
本
軍
は
空
襲
を
避
け
る
た
め
、
夜
間
移
動
を
行
い
な
が
ら
中

標
茶
近
世
・
近
代
人
物
誌
　
第
６
話

軍
馬
補
充
部
川
上
支
部

　�

第
17
代
支
部
長
　
山
下
　
彦
平
（
後
編
）

り便からのお
　エゾカオジロトンボの姿を写真に収めようと町内を探しましたが、残念ながら
見つからないままシーズンオフに。絶滅危惧種に出会うことはなかなか難しいも
のです。来年のリベンジに期待したいです。 
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No. ３　エゾトンボ
　エゾトンボは全身が金属緑色をした中～大型のトン
ボです。池や沼、湿地に生息しており、標茶町でも多
く見られます。北海道以外にも広く分布していますが、
暖かい地域ではあまり見られないようです。
　エゾトンボという名前は「蝦

え ぞ

夷」に由来しており、
やや寒い地域を好むことや、北海道にたくさんいるこ
となどから付けられたようです。
［参考文献］�広瀬良宏ほか「北海道のトンボ図鑑」

（2007）いかだ社、石田昇三ほか「日本
産トンボ幼虫・ 成虫検索図説」（1988）
東海大学出版会

標茶町昆虫図鑑 博物館施設等情報マップが
新しくなりました！

道東３管内（十勝・釧路・根室）

国
軍
陣
地
を
突
破
。
騎
兵
隊
は
予
定
通
り
の
機
動
力
を
示
し
、
３
月
26
日
に

老
河
口
飛
行
場
へ
の
突
入
に
成
功
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
の
戦

い
に
よ
る
騎
兵
突
撃
は
、
戦
史
上
に
お
い
て
最
後
の
大
規
模
な
騎
兵
隊
攻
撃

の
成
功
例
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
戦
闘
は
老
河
口
の
市
街
地
戦
へ
と
発
展
。
中
国
軍
の
抵
抗
は
激

し
さ
を
増
し
、
大
き
な
犠
牲
を
払
い
な
が
ら
も
占
領
に
成
功
し
ま
す
。
し
か

し
米
軍
に
よ
る
沖
縄
戦
が
始
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
中
国
戦
線
に
お
い
て
も

守
備
的
態
勢
へ
移
行
。
膠

こ
う
ち
ゃ
く着
状
態
と
な
り
そ
の
ま
ま
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。

終
戦
時
、
山
下
の
階
級
は
少
将
で
し
た
。

　

老
河
口
作
戦
に
関
す
る
文
献
の
中
に
は
、
山
下
と
彼
の
率
い
た
第
二
六
連

隊
に
つ
い
て
の
記
述
が
多
く
、
戦
史
記
録
に
残
る
活
躍
だ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。
太
平
洋
戦
争
末
期
に
最
後
の
騎
兵
部
隊
を
率
い
て
敵
陣
に
飛
び

込
み
、
飛
行
場
の
占
領
を
成
功
さ
せ
た
こ
と
は
、
山
下
の
高
い
指
揮
能
力
を

示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
老
河
口
作
戦
に
つ
い
て
は
、
日
本
と
中
国
、
双
方
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
扱
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
側
と
中
国
側
で
「
老
河
口
作
戦
」
へ
の
評
価

が
大
き
く
異
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
軍
に
と
っ
て
は
敵
地
で
の
作
戦
勝
利
で

あ
っ
て
も
、
中
国
軍
に
と
っ
て
は
自
国
（
特
に
市
街
戦
）
に
お
い
て
多
数
の

犠
牲
者
を
出
し
た
戦
闘
で
し
た
。
侵
略
す
る
側
と
さ
れ
る
側
、
立
場
に
よ
っ

て
戦
い
の
見
方
が
異
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
余
談
で
す
が
、
老
河
口
の

戦
い
は
中
国
で
ド
ラ
マ
と
し
て
映
像
化
さ
れ
て
お
り
、
山
下
も
登
場
し
て
い

ま
す
。

　

戦
後
の
山
下
に
つ
い
て
詳
細
は
不
明
で
す
が
、
１
９
７
０
年
４
月
12
日
に

亡
く
な
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
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　道東３管内博物館施設等連絡協議会が発行して
いる「博物館等情報マップ」が今年リニューアル
されました！
　このマップでは、十勝・釧路・根室の博物館や
資料館などが紹介されており、標茶町博物館ニタ
イ・トも掲載されています！
　「各館紹介コーナー」に掲載のQRコードを読
み取ると、各館のホームページを閲覧することも
できます。新型コロナウイルス感染症収束後には、
マップを片手に博物館巡りを楽しんでみてはいか
がでしょうか。
　なお、マップは博物館１階にて無料配布してい
ます。
※�QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標で
す。


